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調査済の範囲
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第２図　岡田国遺跡調査範囲

の溝を検出しました。検出長 23.5ｍ、幅 0.3

～ 1.1ｍ、深さ約 0.1ｍの規模です。ＳＤ460 を

境に建物群や溝群が区画されています。

　溝群１　2.6 ～４ｍ間隔で平行する東西方向

の溝群です。溝の長さは 19.6 ～ 28.2ｍ、幅

0.3 ～ 0.7ｍ、深さ約 0.2ｍの規模で、東から

北に７度振っています。

　溝群２　方位と溝幅の異なる２種類の東西方

向の溝が見つかっています。溝幅の広い一群は

2.5 ～ 3.2ｍ間隔で平行します。溝は長さ 28.5

～ 29.6ｍ、幅 0.8～ 1.0ｍ、深さ 0.1～ 0.3ｍで、

西に向かって深くなります。溝は総じて東で北

に４度振っています。

　一方、溝幅の狭い一群は、2.5 ～ 3.0ｍ間隔

で平行します。溝は長さ 3.0 ～ 13.3ｍ、幅 0.2

１．はじめに

  今回の調査は国道 163 号木津東バイパス事業

に伴い国土交通省近畿地方整備局京都国道事務

所の依頼を受けて実施しました。調査地周辺に

は木津川左岸に設けられた古代泉津の推定地で

ある上津遺跡や奈良時代の史跡神雄寺跡（馬場

南遺跡）などがあります。

　岡田国遺跡は昭和 52 年に第１次調査が行わ

れ、今回は第５次調査になります。平成 28 年度

の第４次調査では、奈良時代の道路によって区

画された建物群や井戸などを検出しました。

２.調査の概要

　今回の調査では奈良時代と平安時代の遺構を

確認しました。

（１）奈良時代

　建物５　第４次調査で検出した建物５の北側

部分を検出し、南北５間 (9.3ｍ)、東西２間

(3.2ｍ) の掘立柱建物であることが確定しまし

た。建物５は、建物６を建て替えたものです。

　道路１　第４次調査で検出した道路１の北側

延長部分を検出しました。道路１は２条の溝Ｓ

Ｄ160・190 と路面から構成され、前回の調査分

と合わせて約 51ｍ分を検出しました。

　溝ＳＤ302　調査区中央付近の南辺に沿って東

西方向の溝を検出しました。検出長は 20.3ｍ、

幅約 0.3ｍ、深さ約 0.1ｍの規模があります。第

４次調査で検出した建物群の北側を区画する溝

と考えられます。

　溝ＳＤ460　調査区東側の中央付近で南北方向

～ 0.3ｍ、深さ約 0.1ｍです。溝の方位はほ

ぼ東西方向です。第４次調査でも同様の溝が

建物群の東側で見つかっています。

（２）平安時代

　調査区西側より平安時代の掘立柱建物２棟

と埋納遺構１基を検出しました。

　建物 11　南北４間以上（9.1ｍ以上）、東西

３間 (6.9ｍ) の掘立柱建物で、西側と南側に

廂がつきます。柱穴掘形から平安時代中頃の

黒色土器が出土しました。

　建物 12　建物 11 に重複して検出した南北

３間（7.0ｍ）、東西２間（5.0ｍ）の掘立柱

建物です。遺物は出土していませんが、建物

の方位から平安時代のものと考えられます。

　埋納遺構ＳＸ475　土師器甕に土師器皿を

被せて蓋にした状態で埋められていました。

甕の中からは何も見つかりませんでした。建

物に伴う地鎮に関する遺構と想定できます。

３．まとめ

　第４次調査で検出した奈良時代の建物群の

北側と東側には溝群が存在することが分かり

ました。この建物群は溝ＳＤ302 と溝ＳＤ

460、昨年度の調査で確認した道路１・２に

よって囲まれた範囲を敷地としていますが、

その規模は平城京における 1/16 町規模（約

33ｍ四方）の宅地とほぼ同じ大きさです。

　また、溝群１・２は 1/16 町規模の敷地とは

平面的に重複しないことから、建物群の北側

や東側に計画的に掘られたと考えられます。

溝の方位が若干異なっており、溝の掘られた

時期が少しづつ違う可能性を示しています。

用途については、今後、溝内の土の花粉分析

を行う必要がありますが、耕作に伴う溝の可

能性があります。

　以上のように、1/16 町四方の敷地の中に建

物群と井戸が計画的に配置され、その周囲に

は耕作に伴う溝群が広がることから、野菜や

雑穀などを栽培する畑とそれを管理する施設

であったと想定することもできます。

　平安時代中頃の建物 11 は、真北に主軸を持

つ点や西・南側に廂が設けられている点、そ

して鉄鉢形土器や転用硯が出土していること

から、公的な施設であったかと考えられます。

しかし、具体的な性格については今後検討す

る必要があります。
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第１図　調査地位置及び周辺主要遺跡分布図
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１．岡田国遺跡　２．史跡神雄寺跡（馬場南遺跡）
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1/16 町四方の区画
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図４　岡田国遺跡遺構変遷図

図３　岡田国遺跡遺構配置図
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写真３　建物 11 柱出土状況（西から）写真１　建物 11・12 全景（南から）

写真４　埋納遺構ＳＸ475（南から）写真２　溝群２検出状況（南西から）


